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論文要旨 :大学生410名を対象とし,500mlのペットボ トル飲料の利用状況について調査を行った｡また,開

栓後の500mlのペットボ トル飲料の細菌の繁殖状況を一般生菌法で測定した｡その結果,ほとんどの大学生が

ペットボ トル飲料を利用しており,保存によって細菌が大量に繁殖することが明らかになった｡

特に直接口をつけて飲んだ場合には,長期間の保存が可能とは苦いがたく,開栓後は冷蔵庫内で保存し,

開栓当日遅くても1日後に飲みきることが必要である｡また,飲用後のペットボ トル容器に別の飲料を移し

香え水筒として再利用することは衛生上安全であるとは言いがたい｡

キ-ワー ド:ペットボ トル入 り飲料,利用状況,一般生菌数

【はじめに】

ここ数年ペットボ トル飲料の生産量は増加傾向

にあり,2002年度の国内の総生産量は約840万kll)

(500mlに換算すると約168億本)であった｡また

現在日本には数多くのサイズのペットボ トル飲料

があるが,なかでも500mlペットボ トル飲料の利用

者は多い｡これは,再栓できるだけでなく,軽く

持ち運びが出来るという手軽さが消費者のニーズ

に合っているからだと考えられる｡しかし,再栓

できる安心感から保存期間を誤解し,さらに消費

者が直接ロをつけて飲むことでペットボ トル内に

口腔内細菌が繁殖している｡これを飲むことで健

康に影響が出るのではとマスコミ2)3)4)にも取り上

げられ,話題になっている.また,飲用後の500ml

ペットボ トル容器の密封性の良さや丈夫さを過信

し,別の飲料を移し替え水筒代わりに再利用する

人も多く,その場合衛生面の不安は拭いきれない｡

そこで本研究は,大学生が日常利用する機会の

多い500mlのペットボ トル飲料の利用状況をアン

ケー ト調査で明らかにし,さらに実際に利用が多

かった緑茶飲料開栓後の一般生菌数の増加量を測

定することで,ペットボ トル飲料の安全な利用法

を考察することを目的とした｡

【方法】

Ⅰ.500mlのペットボ トル飲料利用状況調査

1.調査対象

調査対象は大学生500名であった｡回収数は男子

175名,女子229名,性別不明6名の計410名であり,

回収率は82.0%だった｡

2.調査方法および調査内容

調査は選択版式質問紙による直接配布法及び間

接配布法で行われた｡調査内容は,500mlのペット

ボ トル飲料の利用実態,飲用後の容器の用途につ

いて,賞味期限の意識について等であった｡

3.調査時期 :平成15年10月14日～同年11月19日

であった｡

4.統計処理 :SPSSll.OJforWindowsを使用し,

x2検定等を行った｡有意水準はp<0.05とした｡

Ⅱ.500mlのペットボ トル内細菌培養実験

1.実験試料:ペットボ トル入り緑茶飲料(以下,ペ

ット緑茶)のうちの1銘柄 (内容量500ml)で,質
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味期限が同一の36検体とした｡

2.実験方法 :実験に使用する試料は以下の4条

件のものとした｡

a条件 :開栓後 1分間放置し,再び栓をして保

存したもの

b条件 :大学生 9名に水道水で 1度軽く口をす

すいだ後でペット緑茶を約半量口飲み

したもの

C条件 :ペット緑茶を口飲みせずに,半量別容

器に移し替えたもの

d条件 :大学生9名に水道水で 1度軽く口をす

すいだ後でペット緑茶を全量口飲みし

てもらう｡空いたペットボ トル容器を

水道水でゆすぎ,1日自然乾燥後水出

しで作った麦茶を入れたもの

以上の4条件について,さらに開栓当日 (1時

間以内),1日後,3日後,5日後,7日後の5つの

時間条件を設定した｡また,5℃(冷蔵庫内を想定),

20cc (冬期の室内を想定),及び30℃ (夏期の屋外

を想定)の3つの温度条件5)下での保存も設定し

た｡調査を行 うペット緑茶はすべて開栓直前まで

直射日光の当たらない室温に放置し,開栓後にそ

れぞれの条件の通 りに条件設定し,その後再び栓

をして各温度に設定した恒温器内に立てた状態で

保存した.これらの緑茶の一般生菌数と外観を調

査 したC

①一般生菌数 :標準寒天培地法 (37℃,24-48

時間)6)7)に基づき,測定したO試料は原液,100

倍希釈液,1000倍希釈液,10000倍希釈液,100000

倍希釈液を使用 し,培地はそれぞれ3個ずつ用意

した｡

②外観 :開栓後の緑茶の色,濁り,透明度など

の変化で特に気づいたことを観察調査したC

また,試料以外の材料は実験前日にオー トクレ

ーブ (121℃ ･15分)で滅菌し,実験器具も実験前

日に乾熱滅菌装置 (160℃･30分)で滅菌したもの

を使用した｡実験時は滅菌操作を心がけ,白衣と

マスクを着用 した｡

3.実験時期 :平成15年10月10日～同年11月10日

であった｡

【結果】

Ⅰ.500mlペットボ トル飲料利用状況調査

1.利用状況について

1)500mlのペ ットボ トル飲料を利用するか (図

1参照)

500mlのペ ットボ トル飲料を利用すると答えた

ものが最も高率であり,男子97.1%,女子96.1%

だった｡

2)500mlのペットボ トル飲料の利用頻度(図2参

照)

500mlのペットボ トル飲料の利用頻度は,｢ほぼ

毎 日｣が男子18.9%,女子19.3%で,全体では

19.1%だった｡｢週に数本程度｣が男子64.0%,女
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図3.利用頻度の高い500mlのペットボトル飲料の種類

(複数回答)



ペットボトル入り飲料に関する研究

子55.3%で,全体では59.1%だった｡｢月に数本程

度｣が男子11.4%,女子21.5%で,全体では17.1%

だった｡｢ほとんど飲まない｣が最も低率で,男子

5.7%,女子3.9%で,全体では4.7%だった｡

3)利用頻度の高い500mlのペ ットボ トル飲料の

種類 (図3参照)

利用頻度の高い5001111のペットボ トル飲料の種

類は,｢緑茶類｣が男子44.8%,女子59.0%で,坐

体では52.9%だったC｢ウ- ロン茶類｣が男子

51.1%,女子75.3%で,全体では64.8%だった｡

｢紅茶類｣が男子33.9%,女子41.0%で,全体で

は37.9%だった｡｢コーヒー類｣が男子19.0%,女

子15.4%で,全体では17.0%だった｡｢ミネラルウ

オーター類｣が男子10.9%,女千ll.9%で,全体

では11.5%だった｡｢炭酸飲料類｣が男子29.3%,女

子12.8%で,全体では20.0%だった｡｢清涼飲料類｣

が男子62,6%,女子43.6%で,全体では51.9%だ

ったC｢乳飲料類｣が男子9.20/0,女子2.6%で,坐

体では5.6%だった｡｢ジュース類｣が男子14.9%,

女子13.7%で,全体では14.2%だった｡｢その他｣が

男子3.4%,女子0.4%で,全体では1.7%だったO

｢その他｣の内容としては,｢アミノ酸飲料｣とい

う回答があった｡

4)500mlのペ ッ トボ トル飲料を利用する理由

(図4参照)

500mlのペ ットボ トル飲料を利用する理由は,

｢飲みやすさ｣が男子44.5%,女子42.3%で,全
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体では43.3%だった｡｢持ち運べるから｣が男子

82.7%,女子93.4%で,全体では88.8%だった｡

｢保存できるから｣が男子83.2%,女子85,5%で,

全体では84.5%だったo｢値段が安いから｣が男子

4.6%,女子6.2%で,全体では5.5%だった｡｢量

がちょうど良いから｣が男子35.8%,女子26.0%

で,全体では30.3%だった｡｢種類が豊富だから｣が

男子16.8%,女子18.9%で,全体では18.0%だっ

た｡｢容器が丈夫だから｣が男子7.5%,女子4.0%

で,全体では5.5%だった｡｢衛生上安全だから｣

が男子0.6%,女子0.4%で,全体では0.5%だった｡

｢透明で中身が見えるから｣が男子2.9%,女子

1.3%で,全体では2.0%だった｡｢その他｣が男子

6.9%,女子6.2%で,全体では6.5%だった｡｢そ

の他｣の回答としては,｢理由なし｣,｢自販機など

で入手が比較的容易である｣,｢水筒として再利用

できる｣,｢飲みたいものがペットボ トル以外で売

られていないから｣などがあった｡

5)500mlのペットボ トル飲料の飲み方 (図5参

照)

500mlのペットボ トル飲料を飲み方は,｢直接口

をつけて｣が最も高率であり,男子98.9%,女子

99.1%で,全体では99.0%だったC｢別の容器に注

いで｣が男子1.1%,女子0.9%で,全体では1.0%

だった｡｢ス トローを使って｣と ｢その他｣は男女

とも0.0%だった｡

6)飲用後の500nllのペットボ トル容器の用途(図
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6参照)

飲用後500Ⅲ11のペ ットボ トル容器の用途は,｢捨

てる｣が最も高率であり,男子56.3%,女子44.1%

で,全体では49.4%だった｡｢資源ゴミ回収に出す｣

が男子37.9%,女子42,3%で,全体では404%だ

った｡｢水筒代わ りに再利用する｣が男子5.2%,

女子12.8%で,全体では9,5%だったo｢水筒以外

の用途で再利用する｣が男子0.0%,女子0.9%で,

全体では0.5%だった｡｢その他｣が男子0.6%,女

子0.0%で,全体では0.2%だった｡｢その他｣の回

答としては,｢捨てずにとっておく｣があった｡ま

た男女間で有意な差が認められた (p<0.05)｡

7)500nllのペ ットボ トル飲料開栓後の消費期限

の認識 (図7参照)

ペットボ トル容器に表示されている ｢お早めに

お飲みください｣の表現から感じた具体的な日数

は,｢開栓直後｣が男子7.4%,女子0.4%で,全体

では3.5%だったo｢開栓 したその日のうち｣が男

子33.7%,女子31.0%で,全体では32.2%だった｡

｢1日後｣が男子15.4%,女子24.5%で,全体で

は20.5%だ った｡｢2日後｣が男子9,7%,女子

19.7%で,全体では15.3%だった｡｢3日後｣が男

子18,9%,女子14.4%で,全体では16.3%だったC

｢4日後｣が男子1.1%.女子2.6%で,全体では

2.0%だった｡｢5日後｣が男子2.9%,女子2.6%

で,全体では2.7%だったC｢それ以上｣が男子

10.9%,女子4.8%で,全体では7.4%だった｡ま

た男女間で有意な差が認められた (p<0.01)0

8)500nllのペ ットボ トル飲料を実際に飲みきる

期間 (図8参照)

5001nlのペットボ トル飲料を実際に飲みきる期

間は,｢開栓直後｣が男子12.0%,女子0.9%で,

全体では5.7%だったO｢開栓したその日のうち｣

が男子66.3%,女子56.6%で,全体では60.8%だ

った｡｢1日後｣が男子13.7%,女子27.6%で,坐

体では21.6%だった｡｢2日後｣が男子4.0%,女

千lo.5%で,全体では7.7%だった｡｢3日後｣が

男子3.4%,女子2.2%で,全体では2.7%だった｡

｢4日後｣が男子0.0%,女子0.4%で,全体では

0.2%だった｡｢5日後｣が男子0.6%,女子0.0%

で,全体では0.2%だった｡｢それ以上｣が男子0.0%,

女子1.8%で,全体では1.0%だったO男女間で有

意な差が認められた (p<0,01)｡

9)保存 していた500nllのペ ットボ トル飲料の品

質変化の経験 (図9参照)

保存 していた500mlのペ ットボ トル飲料の品質
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の変化の経験は,｢全くない｣が男子56.5%,女子

44.2%で,全体では49.5%だった｡｢味が変わった｣

が男子15.3%,女子22,1%で,全体では19.2%だ

ったD｢匂いが変わった｣が男子7.6%,女子16.4%

で,全体では12.6%だったO｢カビが発生した｣が

男子11.2%,女子16.4%で,全体では14.1%だっ

た｡｢保存しない｣が男子14,7%,女子9.7%で,

全体では11.9%だった｡｢その他｣が男子5.9%,

女子9.3%で,全体では7.8%だったC｢その他｣の

回答としては,｢濁った｣,｢沈殿した｣,｢異物が発

生した｣,｢飲料の色が濃くなった｣,｢炭酸飲料で

はないものが炭酸になった｣などがあった｡

10)開栓後の500mlのペットボ トル飲料の保存方

法 (図10参照)

開栓後の500mlのペットボ トル飲料の保存方法

は,｢常温の部屋｣が男子20.2%,女子6.1%で,

全体では12.2%だったo｢常温で持ち歩き｣が男子
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33.5%,女子46.5%で,全体では40.9%だった｡

｢冷蔵庫｣が男子38.7%,女子41,2%で,全体で

は40.1%だった｡｢保冷ケース｣が男子0.0%,女

子0.4%で,全体では0.2%だったo｢冷凍｣が男子

0.6%,女子0.4%で,全体では0.5%だったo｢夏

季のみ冷蔵庫｣が男子3.5%,女子4.4%で,全体

では4.0%だった｡｢車内｣が男子1.2%,女子0.4%

で,全体では0.7%だった｡｢その他｣が男子2.3%,

女子0.4%で,全体では1.2%だったo｢その他｣の

回答としては,｢日中は持ち歩いて帰宅後冷蔵庫に

入れる｣,｢だいたいは冷蔵庫内｣があり,なかに

は ｢特に気にしていない｣という回答もあったC

また男女間で有意な差が認められた (p<0.01)0

ll)飲用後のペットボ トル容器を水筒代わりに利

用する場合 (図11,12参照)

飲用後のペットボ トル容器を水筒として再利用

する場合の洗浄方法は,｢洗わない｣が男子16.4%,
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図10.開栓後の500nllのペットボトル飲料の保存方法
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女子4.5%で,全体では8.1%だった｡｢水洗い｣が,

男子64.2%,女子69,0%で,全体では67.6%だっ

た｡｢洗剤を使って｣が男子17.9%,女子23.9%で,

全体では22.1%だった｡｢湯洗い｣が男子1.5%,

女子1.9%で,全体では1.8%だった｡｢次に入れる

飲料で洗う｣が男子0.0%,女子0.6%で,全体で

は0.5%だった｡

次に飲用後のペットボ トル容器を水筒として再

利用する場合の中身は,｢ウ- ロン茶｣が男子

17.9%,女子14.2%で,全体では15.3%だった｡

｢家庭で作ったウーロン茶｣が男子3.0%,女子

6.5%で,全体では5.4%だった｡｢麦茶｣が男子

4.5%,女子2.6%で,全体では3.2%だった.｢家

庭で作った麦茶｣が男子14.9%,女子19.4%で,

全体では18.0%だった｡｢水道水｣が男子25.4%,

女子5.8%で全体では11.7%だった｡｢お茶｣が男

子7.5%,女子15.5%で,全体では13.1%だった｡

｢家庭で作ったお茶｣が男子1.5%,女子21.3%で,

全体では15.3%だった｡｢紅茶｣が男子0.0%,女

子1.3%で,全体では0.9%だった｡｢家庭で作った

紅茶｣が男子1.5%,女子0.0%で,全体では0.5%

だった｡｢飲み物以外｣が男子3.0%,女子0.6%で

1.4%だった｡｢家庭で作った番茶｣が男子1.5%,

女子0.0%で,全体では1.5%だった｡｢家庭で作っ

たスポーツ ドリンク系｣が男子9.0%,女子1.9%

で,全体では4.1%だった｡｢不明｣が男子7.5%,

口ウ-ロン茶 ■家庭ウ- ロン茶 Eg麦茶 q家庭麦茶 ■水道水

tjお茶 ロ家庭お茶 El紅茶 El家庭紅茶 E3飲み物以外

□未開栓おいしい lr未開栓安全 ES)開栓おいしい

Ⅶ開栓安全 I両方の場合でもおいしい ロ両方の場合でも安全
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女子11.0%で,全体では9.9%だった｡｢コーヒー｣

が男子1.5%,女子0.0%で,全体では0.5%だった｡

｢湧き水｣が男子1.5%,女子0.0%で,全体では

0.5%だったC

2.賞味期限の意識について

1)賞味期限とは具体的に何を表しているか (図

13参照)

賞味期限とは具体的に何を表しているでは,｢フ

タを開けない状態でおいしく保存できる｣が最も

高率であり,男子61.1%,女子68.9%で,全体で

は65.5%だった｡｢フタを開けない状態で安全に飲

める｣が男子26.3%,女子18.9%で,全体では

22.1%だった｡｢フタを開けた状態でおいしく保存

できる｣が男子4.0%,女子3.9%で,全体では4.0%

だった｡｢フタを開けた状態で安全に飲める｣が男

子0.6%,女子3,5%で,全体では2.2%だった｡

｢開封前後に関わらずおいしく保存できる｣が男

子5.7%,女子3.5%で,全体では4,5%だったC

｢開封前後に関わらず安全に飲める｣が男子0.6%,
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女子0.9%で,全体では0.7%だった｡｢わからない｣

が男子1.1%,女子0.4%で,全体では0.7%だった｡

｢その他｣が男子0.6%,女子0.0%で,全体では

0.2%だったC

2)500mlのペットボ トル飲料を利用するときに賞

味期限に注意するか (図14参照)

500mlのペットボ トル飲料を利用するときに賞

味期限に注意するかでは,｢必ず見ている｣が男子

8.0%,女子5.3%で,全体では6.5%だった｡｢時々

見ている｣が男子18.3%,女子30.8%で,全体で

は25.4%だったC｢あまり気にしていない｣が男子

73.7%,女子63.9%で,全体では68.2%だった｡

また男女間で有意な差が認められた (p<0.05)0

Ⅱ.500mlのペットボ トル内細菌培養実験

1.a灸件 :開栓後 1分間放置 し,再び栓をして

保存したもの (図15参照)

a条件では以下のような細菌数が測定された｡

まず,5oCでは開栓当日6個,1日後 1個,3日後
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0個,5日後22個,7日後 4個だった｡次に,20oC

では開栓当日6個,1日後 2個,3日後 0個,5日

後6個,7日後 1個だった｡最後に30oCでは開栓当

日6個,1日後 3個,3日後 5個,5日後 5個,7日

後 7個だった｡

また外観の変化としては,どの温度条件も緑茶

の色が開栓時よりもわずかに濃くなった｡

2.b条件 :大学生 9名に水道水で 1度軽く口を

ゆすいだ後でペット緑茶を約半量口飲み した

もの (図16参照)

b条件では以下のような細菌数が測定された｡

まず,5oCでは開栓当日300個,1日後 2×103個,

3日後 1×104個,5日後 4×105イ臥 7日後25×

104個だった｡次に,20oCでは開栓当日21×102個,

1日後73×102個,3日後33×104個,5日後43×

101個,7日後33×105個だった｡最後に30℃では開

栓当日200個,1日後 5×103個,3日後58×105個,

5日後28×105個,7日後 5×105個だった｡

また外観の変化としては,3日後から20℃と30

℃の緑茶に白色の沈殿物が発生し,日数が経過す

るにつれて緑茶の透明度がなくなった｡

3.C条件 :ペット緑茶を口飲みせずに,辛量別

容器に移 し替えたもの (図17参照)

C条件では以下のような細菌数が測定された｡

まず,5oCでは開栓当日7個,1日後22個,3El後

400個,5日後 4×103個,7日後33×103個だった｡

次に,20oC開栓当日7個,1日後13個,3日後170個,

5日後33×103個,7日後47×103個だったC最後に

30oCでは開栓当日7個,1日後200個,3日後370個,

5日後 4×103個,7日後13×103個だったOまた外

観の変化 としては,5日後から20℃と30ccの緑茶

の色が濃 くなり,透明度がなくなった｡

4.d条件 :大学生9名に水道水で 1度軽 く口を

ゆすいだ後でペット緑茶を全量口飲み しても

らう｡空いた容器を水道水で数回ゆすぎ,1日

自然乾燥後水出しで作った麦茶を入れたもの

(図18参照)

d条件では以下のような細菌数が測定された｡

まず 5℃では開栓当日11×102個,1日後12×102

個,3日後37×103イ臥 5日後33×105個,7日後19

×106個だったO次に20cc開栓当日130個,1E]後16

×103個,3日後34×105個,5日後57×105個,7日

後71×105個だったo最後に30oCでは開栓当日200

個,1日後23×104個,3日後83×105個,5日後34

×106個,7日後11×106個だった｡

また外観の変化としては,3日後からどの温度

条件も緑茶の色が濃くなり,透明度が低下した｡

20℃と30℃の緑茶に白色の沈殿物が発生した｡さ

らに,5日後からは3日後よりも沈殿物が増加し,

20℃と30℃のペットボ トル内で何らかの気体が発

生しているようで,20℃と30℃のペットボ トル容

器が通常より膨張した｡

【考察】

1.大学生の500mlのペットボ トル飲料の利用実態

500mlのペットボ トル飲料の利用頻度は,男女と

もに最も多かったのが ｢週に数本程度｣で,約 6

割だった｡次に,利用するペットボ トル飲料の種
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類は,全体では ｢ウ-ロン茶類｣,｢緑茶類｣,｢清

涼飲料類｣の順であり,いずれも半数以上の高い

値を示していた｡さらに,ペットボ トル飲料を利

用する理由は,｢持ち運べる｣と ｢保存ができる｣

と回答した者は男女とも8割を超えており,5001111

のペットボ トル飲料を利用している大学生の多く

は,開栓後すぐには飲みきらず,再栓をして持ち

歩いたり保存している実態が推察できる｡pETボ

トルリサイクル推進協議会8)は,ペットボ トル容

器の特長として ｢軽くて持ち運びやすい｣,｢強く

て文夫｣,｢衛生的で安心｣,｢外観が美しい｣,｢リ

サイクルができる｣の5点をあげており,その中

でも ｢軽くて持ち運びやすい｣を一番にあげてい

る｡これらの特長は,大学生がペットボ トル飲料

を利用する理由と共通している部分が多くみられ

た｡

2.大学生の賞味期限への関心と賞味期限の認識

賞味期限の正確な意味を選択した者は,男女と

も6割を超えていた｡しかし,一方で間違った意

味を選択した者も4割近くいた｡これは,近年に

なってやっと統一された商品-の賞味期限の表示

が消費者には未だに馴染んでおらず,類似表現で

ある消費期限や品質保持期限などと意味を混同し

てしまっていることが理由に考えられる｡ここで

いう賞味期限とは,｢キャップを開けていない状態

で,表示された保存方法で保存した場合に,その

期限まではおいしく飲むことができる期限｣のこ

とで,端的にいえば ｢いつまでおいしいのか｣を

示したもの9)である｡もちろん開栓したからとい

ってすぐに品質低下を起こすわけではないが,開

栓してしまうともう賞味期限内であっても衛生的

とはいえない｡

次に,賞味期限に注意するかという質問には,

｢あまり気にしない｣と回答した者が男女とも約

7割で最も多かった｡これは,500mlのペットボ ト

ル飲料は生鮮食品や加工食品とは異なり,賞味期

限がかなり先に設定されている場合が多く,品質

変化や鮮度変化が起こりにくいイメージがあると

考えられる｡つまり,大学生は賞味期限の意味を

正しく認識できている者が半数以上いながらも,

その知識を活かして買い物をするということはあ

まりなく,大部分は500mlのペットボ トル飲料を選

択する段階では賞味期限を重要視していないとい

う実態が分かった｡

以上のことから,生産者や販売者などの広報活

動をより一層充実させ,商品表示を改善し見やす
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くするなどして賞味期限の正しい意味を消費者の

意識に浸透させる必要があると思われる｡

3.500mlのペットボ トル飲料の飲み方と細菌の

混入

500mlのペットボ トル飲料の飲み方は,｢直接口

をつける｣が最も多く,男女とも9割を超えてい

た.一方,｢別容暑削こ注ぐ｣は 1割にも満たなかっ

た｡これに対し,実験のb条件 ｢直接口をつけて

飲む｣で測定された細菌数は,どの温度条件でも

開栓当日は200-21×103個で,1日後は73×102-

5×103個,3日後 は1×104-58×105個,5日後

は43×104-28×105個,7日 後 は25×104-33×

105個と増加した｡C条件｢別容器に注いで飲む｣で

測定された細菌数は,どの温度条件でも開栓当日

は7個で,1日後は13個～200個,3日後は170個～

400イ臥5日後は4×103-33×103個,7日後は13

×103-47×103個と増加した｡つまり,b条件で

は開栓当日にすでに200個～21×103個の細菌が検

出されているのに対し,C条件では細菌が7個し

か検出されていないことから,主にロをつけて飲

むことにより口腔内細菌が移行しているものと思

われる｡

以上のことから,｢直接ロをつける｣が,最も口

腔内細菌の混入しやすい飲み方であり,ペットボ

トル飲料を飲む際に直接口をつけて飲むことは避

け,別容器に注いで飲む方が衛生面の問題は少な

いといえる｡また,外出先など直接ロをつけて飲

むことがやむをえない場合は,遅くても開栓当日

に飲みきってしまう必要がある｡さらに,9割以上

の大学生が最も口腔内細菌の混入しやすい方法で

ペットボ トル飲料を飲用していることから,この

ことを保健指導などで周知する必要があると思わ

れる｡

4.500mlのペットボ トル飲料の認識期間と飲み

きり期間と細菌の繁殖 (図19参照)

消費期限の認識期間と実際に飲みきる期限では,

認識期間の方が全体的に長く飲用できるイメージ

があり,多くの大学生は自身が認識した期間内に

ペットボ トル飲料を飲みきるように心がけている

ことが分かった｡特に女子の認識期間と飲みきり

期間は,男子よりも長く回答した者が多く,男女

間にはp<0.01の有意差がみられ,女子の方がペッ

トボ トル飲料の保存期間を長く感じ,再栓し保存

している傾｢旨]がうかがえるoさらに,500mlのペッ

トボ トル飲料の飲みきり期間は ｢開栓した目のう

ち｣が最も高率であり,6割以上だった｡また,細
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細菌数

1000000100000100001000100101 r → ← プ 敬

/(

∠ / ∫ -1

■-7 - /

/ ∫

ノ /

ーこ.一一 ､ ▲/ ノ ＼＼＼▲

当Ej 1日後 3日後 5日後 7日後

経過日

一･一◆- a条件 :開栓のみ

ー b条件 :直接口をつけて

一一｢一･一C条件 :別容器に注いで

-うト d条件 :再利用

21.温度条件 :20OCでの

菌が急激に増えている開栓3日後には約 9割以上

の人が飲みきっていることが分かったo

これに対し,実験のb条件 ｢直接口をつけて飲

む｣で測定された細菌数は,どの温度条件でも開

栓当日は200-21×103個で,1日後は73×102- 5

×103個,3日後は1×104-58×105個,5日後は

43×104-28×105個,7日後 は25×104-33×105

個と増加した｡また外観の変化は,3日後から20cc

と30℃の緑茶に白色の沈殿物が発生し,日数が経

過するにつれて緑茶の透明度がなくなった｡

以上のことから,多くの人が飲みきると回答し

ている開栓当日であっても,すでに200個～21×

103個もの細菌がペットボ トル内に存在しており,

安全な飲料であるとは断言できない｡混入する細

菌の数や種類は,飲む人の健康状態や口腔衛生状
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態にもよるので,あくまで目安である｡細菌がい

るからといってすぐに体に異常をきたすわけでは

ないが,品質保持面や安全面での不安は拭い切れ

ない｡全国清涼飲料工業会10) では,目安として

｢開栓した目のうち｣に飲みきることを勧めてい

る｡しかし,大学生の3割ほどがその目安以上保

存しているのが現状であり,安全な飲用期間で飲

用しているとは言いがたい｡そこで,今後は保存

期間や消費期限について消費者-の情報提供の機

会などを一層充実させていく必要があるように思

われる｡

5.開栓後のペットボ トル飲料の保存方法と細菌

の繁殖 (図20,21,22参照)

開栓後のペットボ トル飲料の保存方法は,｢常温

の部屋｣,｢常温で持ち歩く｣を合わせると,男女

とも半数を超えた｡また男女間にはp<0.01の有意

差が見られた｡これは先述した女子の消費期間が

男子よりも長いことと関連していると思われる｡

このことから,女子の方が ｢常温で持ち歩く｣傾

向が強いと考えられる｡

これに対し,実験結果を温度条件別にみると,

図20,図21,図22のようになった｡5℃の温度条件

で測定された細菌は,開栓当日はa, C条件とも

に10個以下と極めて少なかった｡これに対し,b,

d条件はすでに100個以上だった｡3日後以降から

a条件以外は急激に増加した｡次に,20℃の温度

条件で測定された細菌は,開栓当日はa, C条件

ともに10個以下と極めて少なかった｡これに対し,

b,d条件はすでに100個以上だった｡また,1日

後ですでにb,d条件が急激に増加し,残りのa,

C条件は3日後から増加した｡7日後は,b,d条

件は106-107個まで増加した｡最後に,30ccの温

度条件で測定された細菌は,開栓当日はa, C条

件ともに10個以下と極めて少なかった｡これに対

し,b,d条件はすでに200個ほどだった｡また,

1日後ですでにb,d条件は急激に増加し,残り

のa,C条件は緩やかな増加をしたが,7日後には

いずれの条件も増加が停滞していた｡5℃で保存

した場合よりも20℃や30℃で保存した場合の方が,

細菌の増え方は急激になっていることが分かった｡

また,保存方法 (温度条件)が違っている場合で

も,a条件の細菌数は他の条件に比べて非常に緩

やかに増加しており,一方でb,d条件は急激に

増加していることが分かった｡その場合,1日後～

3日後の間の細菌増加量が特に多かった｡

以上をまとめると,大学生の半数は開栓後のペ
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ットボ トル飲料の保存温度や保存環境に対し,あ

まり冷蔵する必要性を感じていないという実態が

うかがえた｡そこで,消費者に対し,開栓後は当

日中に飲みきるか,保存期間を必要とする場合に

は冷蔵庫に入れ,早めに飲みきるよう指導しなけ

ればならないと思われる｡

6.開栓後ペットボ トル飲料の晶質変化と細菌の

繁殖

保存していたペットボ トル飲料に何らかの品質

変化を経験した者は1割-2割いた｡経験した品

質変化の内容は,｢味が変わった｣が最も多く,吹

いで ｢カビ発生した｣,｢匂いが変わった｣,｢沈殿

ができた｣,｢色が変わった｣,｢異物発生｣,｢濁っ

た｣の順であった｡

これに対し,大学生の約 9割が普段実施してい

る飲み方であるb条件 ｢直接口をつけて飲む｣で

測定された細菌数は,どの温度条件でも開栓当日

は200-21×103個で,1日後 は73×102-5×103

個,3日後 は1×101-58×105個,5日後 は43×

104-28×105個,7日後 は25×101-33×105個 と

増加した｡また外観の変化は,3日後から20℃と30

℃の緑茶に白色の沈殿物が発生し,日数が経過す

るにつれて緑茶の透明度がなくなった｡

以上のことから,実験中にあらわれた白色の沈

殿物や透明度の変化と調査で得られた数々の品質

変化は類似している部分が多かった｡また,実験

で外観の品質変化が認められた 1-3日後からの

細菌数がそれ以前の細菌数よりも急激に上昇して

いることから,外観の品質変化と細菌数には何ら

かの関連があると思われる｡ しかし,品質変化を

経験した人が少数である調査結果からも分かった

ように,今の保存方法に不安を感じている大学生

は少ない｡これは,口腔内細菌が混入しても当日

から1日後以内で飲みきることが多いために,冒

立った品質変化は起きにくいことが考えられる｡

ペットボ トル容器の特長でもある丈夫さや密閉性

は,長期保存に耐えうる充分なものになっている

ものの,中身の飲料自体は長期保存が可能なよう

に処理されているわけではない｡また,私たちヒ

トの体には正常細菌叢と呼ばれる一群の細菌が生

息している11)｡これらの正常細菌叢は主に感染の

防御,生体内では合成できないビタミン類の合成,

免疫系-の刺激などの役割を果たしていると考え

られている｡成人では唾液 1ml当たり約107-1010

個の口腔内細菌がおり,歯垢では1g当たり,約log

-1011個になる12) ともいわれている｡そして,常
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に外部の菌を取り入れている口を直接飲み口につ

ければ,この唾液 1g中約107-1010個の大量の菌が

ペットボ トルに移動する13)といわれており,すで

に衛生的であるとは言いがたい｡本来,食品衛生

法14)にのっとって無菌に近い状態で製造されたペ

ットボ トル飲料であっても,開栓し直接口をつけ

て飲用した段階で,すでに菌に汚染されているの

である｡そして,それを常温で放置したり,持ち

歩いて飲んだりすると,細菌が増殖することは必

至である｡

7.飲用後ペットボ トル容器の再利用の実態と細

菌の繁殖

飲用後のペットボ トル容器を1度でも水筒代わ

りに利用したことがある者は,男子では3割以上,

女子では6割以上で女子の方が高率だった｡また,

水筒に利用する際の洗浄方法では,｢水洗い｣が最

も多く,男女とも6割以上だった｡さらに,水筒

の中身では,男子では ｢水道水｣,女子では ｢家庭

で作ったお茶｣が最も多かった｡つまり,大学生

が飲用後のペットボ トル容器を水筒として利用す

る場合,｢水洗いした後に,家庭で作ったお茶や水

道水を入れる｣という条件が多いことが分かった｡

この条件の場合,ペットボ トルの洗浄が衛生学上

不充分で,安全な飲料であるとは考えられない｡

また,利用するペットボ トル容器が以前に直接口

をつけて飲んだものであった場合,細菌に汚染さ

れている確率はさらに高くなることが予想され,

その際の中身-の影響は別容器に移したときの比

ではない｡

これに対し,b条件 ｢直接口をつけて飲む｣で

測定された細菌数は,どの温度条件でも開栓当日

は200-21×103個で,1日後 は73×102-5×103

個,3日後 は1×101-58×105個,5日後 は43×

10｣～28×105個,7日後は25×101-33×105個 と

増加した｡また,d条件 ｢再利用｣で測定された

細菌数は,どの温度条件でも開栓当日は130-11×

102個で,1日後は12×102-23×101個,3日後は

37×103-83×105個,5日後 は33×105-34×106

個,7日後は71×10L3-19×106個と増加した｡つま

り,どの温度条件でもb条件よりd条件の方の細

菌が多く繁殖していることから,再利用したペッ

トボ トル容器のほうが,市販されているペットボ

トル容器よりも細菌が繁殖しやすい環境であると

いうことが分かった｡全国清涼飲料協会15)による

と,飲用後のペットボ トル容器は材質を確認し,

キャップを外し,中をよくすすいでからつぶして

市町村のペットボ トル収集日に排出するのが望ま

しいとされている｡また,ペットボ トル容器の材

質はポ リエチレンテレフタレ- トと呼ばれる樹

脂16)で,それぞれ中身に合わせて専用に作られて

いるため,飲用後別の飲料を入れることは適さな

い｡特に熱湯などを熱い飲料をペットボ トル容器

に入れると,容器の変形や劣化を起こし大変危険

である17)としている｡

以上のことから,飲用後のペットボ トル容器は

水筒代わりに再利用することは衛生上の問題があ

り,避けた方が良いと思われる｡また,飲料以外

の薬品や汚水を入れることも子どもが間違って飲

んでしまう恐れがあり,危険である｡つまり,ペ

ットボ トル容器はあくまでも使い捨てのパッケー

ジであり,別用途 (特に水筒)で利用することは

控えるようにした方がよい｡2002年度,日本のペ

ットボ トル容器の生産量は44万 トンであるのに対

し,回収率はその54%と約半量18)であり,充分と

はいえない｡そこで,今後は飲用後のペットボ ト

ル容器はリサイクルするようにし,企業や自治体

に対し消費者一人一人が協力する必要があると思

われる｡

【まとめ】

本研究では大学生410名を対象とし,500mlのペ

ットボ トル飲料の利用状況について調査を行った｡

また,開栓後の500mlのペットボ トル飲料の細菌の

繁殖状況を一般生菌法で測定した｡

その結果,以下のような所見が得られた｡

1.500mlのペットボ トル飲料の利用頻度で最も多

かったのが男女とも ｢週に教本程度｣で約 6割

だった｡また利用する理由は,男女とも ｢保存

ができるから｣,｢持ち運べる｣,｢飲みやすさ｣

等が多かった｡

2.消費期限表示から感じる認識期間では,男女

とも ｢開栓した目のうち｣が最も多く,男子は

約34%,女子は約31%だった｡これに対し,実

際に飲みきる期間は,男女とも ｢開栓した目の

うち｣が最も多く,男女とも半数以上だった｡

3.a条件 ｢開栓のみ｣で測定された細菌数は,

すべての温度条件,時間条件とも22個以下で,

外観の変化は見られなかった｡

4.b条件 ｢直接口をつけて飲む｣, C条件 ｢別容

器に注いで飲む｣,d条件 ｢再利用｣で測定され

た細菌数は,どの温度条件でも目数が経過する

につれて細菌数は増加し,7日目までにb条件
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では最大33×105個まで, C条件では最大47×

103個まで,d条件では最大19×106個までにな

った｡また外観も目数の経過に伴って透明度の

低下, 白色の沈殿物の発生等の変化が見 られたO
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